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Ⅳ［解答例］ 
1. Ampelmännchen 
直訳すると「信号くん」を意味する「アンペルメンヒェン」は、旧東ドイツの歩行者用信
号機に描かれていた男性型のピクトグラムを指す。帽子をかぶった男性が腕を大きく振っ
て歩く姿をしている（緑色の通行許可サイン）か、腕をめいっぱい広げて止まっている
（⾚色の停止サイン）。東⻄ドイツ統一後、評価された旧東ドイツ・デザインの数少ない
例の一つで、現在、オスタルギーを象徴した存在になっている。都市によっては女性版や
ジェンダーニュートラルなものもある。 
 
2. Diathese (Genus verbi) 
動詞と主語・目的語の間の文法関係を表す文法範疇で、多くの場合、動詞の形態によって
実現されるものを言う。主語として表示されている人が行為したり、物が存在したり、出
来事が生じたりすることを表す「能動態」と、主語として表示されている人や物が他者の
行為を受けることを表す「受動態」がある。 
能動態： Der Verlag verkauft das Buch. (その出版社がその本を売る。) 
受動態： Das Buch wird verkauft. (その本が売られる。) 
また、再帰代名詞を用いた次のような構文が表す主語は、再帰的に行為の受け手となり、
意味上は受動的であるが、動詞の態は能動態であるため、古典ギリシャ語に見られた態の
名を借りて「中間態」と呼ばれる。これもドイツ語における動詞の態に数えることがあ
る。 
中間態： Das Buch verkauft sich gut. (この本はよく売れる。) 
  



3. Digitales Wörterbuch der deutschen Sprache (DWDS) 
Digitales Wörterbuch der Deutschen Sprache (DWDS) は、ベルリン・ブランデンブルク
科学アカデミーが運営、提供する総合的なオンラインドイツ語辞書である。その内容は大
きく 1）語義・語法・用例を調べられる辞書、2）豊富なコーパスを対象とした詳細な検
索機能、3）語の頻度や歴史的推移を視覚化する統計機能から成り立っている。操作性が
高く、語のコロケーションなど実際の使用状況を直感的に把握できる点が特徴である。マ
ンハイムのドイツ語研究所（IDS）が提供する DeReKo（ドイツ語参照コーパス）が主に
巨大で研究志向のコーパス検索を中心とするのに対し、DWDS は辞書・コーパス・統計
が一体化された「使いやすい統合プラットフォーム」として学習者から研究者まで幅広く
利用されている。 
 
4. Eugenik 
この言葉は優生学を意味する。19 世紀末から 20 世紀の⻄欧で唱えられた概念で、人間を
遺伝的に改良させようとする思想や運動を指す。ナチス・ドイツ時代には、この思想のも
と、一方では「優れた（アーリア人種の）遺伝子を持つ」人々の子どもを増やすことを目
的に、「レーベンスボルン（生命の泉）」などの施設が設立された。他方では、ユダヤ人を
はじめとする、ナチスにとって「生きるに値しない」と判断された人々が、アウシュヴィ
ッツ絶滅収容所をはじめとする収容所で殺害された。 
 
5. gebundene Morpheme 
他の形態素と結合してのみ現れる形態素のことで、日本語では「拘束形態素」と訳され
る。中性名詞 Kind の複数形 Kinder を例にとると、Kind は語彙的な意味を持つ形態素で
あり、単独で立てるため自由形態素と呼ばれるのに対し、-er は自由形態素に対して複数
形を表す文法的な情報を付加する働きのみを持つため「拘束形態素」である。Martinet
は自由形態素を、語彙的意味を持つものとして Lexem（語彙素）、拘束形態素を、文法的
意味形式を持つものとしての Morphem（形態素）、両者を合わせたものを Monem（モネ
ーム）と呼んだ。 
 
6. Gruppe 47  
グルッペ 47 は、第二次世界大戦後のドイツ文学の再生を目指して 1947 年に集められた
作家グループである。呼びかけ人は作家ハンス・ヴェルナー・リヒターで、メンバーには
ハインリヒ・ベル、ギュンター・グラス、インゲボルク・バッハマンなど、後にドイツ語
圏の文学を代表する作家が多数含まれていた。若手作家たちが未発表の作品を朗読し、互
いに厳しく批評し合うことで、ナチス時代に失われた言葉の信頼を取り戻し、⺠主的で自
由な文学を創造する場となった。1967 年頃に実質的な活動を終えたが、戦後ドイツ文学
の方向性を決定づけた。 
  



7. Johann Wolfgang von Goethe  
ヨハン・ヴォルフガング・フォン・ゲーテ（1749–1832）は、ドイツを代表する詩人・劇
作家・思想家であり、「ドイツ古典主義」を確立した中心人物である。代表作には『若き
ウェルテルの悩み』や『ファウスト』などがある。若くして『ウェルテル』で一躍名声を
得て、「疾風怒濤（シュトゥルム・ウント・ドラング）」運動の象徴的存在となったが、の
ちにワイマール公国の行政官として政治にも関わり、理性と調和を重んじる古典主義的理
想へと傾いた。自然科学にも深い関心を持ち、色彩論や植物学の研究を行い、多方面で才
能を示した。 
 
8. Leipzig 
ライプツィヒはドイツ東部（旧東ドイツ）ザクセン州の重要な都市のひとつである。ライ
プツィヒ見本市が有名であることからうかがえるように、出版・印刷の中心地と言われ
る。また、同都市にある聖トーマス教会は、バッハが音楽監督を務めたことでも知られて
いる。東ドイツ末期の 1989 年、市⺠による平和的な政府抗議デモである「⽉曜デモ」が
定期的に開催され、これがやがてベルリンの壁崩壊、東⻄ドイツ統一へとつながった。 
 
9. New German Cinema 
ニュー・ジャーマン・シネマは、1960 年代後半から 1980 年代初頭にかけて⻄ドイツで
展開した映画運動で、国際映画界におけるドイツ映画の復興に大きな役割を果たした。戦
後、若い映画作家たちが新しい表現を求めて立ち上がり、1962 年の「オーバーハウゼン
宣言」で「古い映画は死んだ」と宣言したことが出発点とされる。代表的な監督にはライ
ナー・ヴェルナー・ファスビンダー、ヴィム・ヴェンダース、フォルカー・シュレンドル
フらがいる。彼らの作品は、低予算ながらも高い芸術性を追求していることを特徴とす
る。また、ナチスの過去、個人の孤独、資本主義社会への批判などを主題としており、従
来の娯楽映画とは一線を画すものである。 
 
10. Pegida  
正式名称を「⻄洋のイスラーム化に反対する愛国的なヨーロッパ人たち」というペギーダ
は、2014 年、東ドイツの都市ドレースデンで始まった政治運動で、SNS を通して支持者
を増やしていった。「ドイツ社会がイスラーム文化に脅かされている」という認識のも
と、排外主義を唱えており、極右の思想がうかがえる。この運動が旧東ドイツで起こった
背景には、統一後、東⻄ドイツの格差が大きくなっており、東ドイツが「不満地域」にな
っていることがある。とはいえ、ケルンやボンなど、⻄側の都市でも、追随グループ（ケ
ギーダ、ボギーダ等）が生まれている。 
 




